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    ディズニーのコンテンツ戦略(2)：プラットフォーム(♥)
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デジタルの機能のすべてを「ストーリー」が持つ可能性の一部として実現し、同じ環境で協調させ、ファンと共有するというディズニーの戦略は、これまでわれわれが目にした中で最も洗練されたものといえる。それは教育という周辺市場への進出を可能とし、またアマゾンというボトルネックを回避する。その意味するところを考えてみよう。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込方法



家庭から学校：3-8歳児教育の現場へ



ディズニーはそれ自身のプラットフォームである


出版ニュー・ビジネスを読む(♥)

Analysis
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出版コンサルタントのブライアン・オレアリ氏が、最近の出版スタートアップの傾向を分析し、新しい競争の開始を告げている。出版を「コンテンツ駆動ビジネス」として再定義する彼は、「サービスとコマース」というキーワードで、出版ビジネスモデル開発の最前線に起きていることを説明している。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込方法



コンテンツのサービス化とコマース連携



＜サービス＋コマース・モデル＞が出版をリードする


ディズニーのコンテンツ戦略(1)：ストーリー駆動

News

[image: images/DPW_logo-280x150.png]
米国玩具フェアに併催して開催されたThe Digital Kids Conferenceで、ディズニーの出版部門Disney Publishing Worldwide (DPW)のアンドリュー・シュガーマンEVPが、印刷本を含むデジタル出版戦略に関する基調講演を行った。キャラクターをコアとする同社は、少し特殊な例と思えるかもしれないが、デジタル時代の出版社が進むべき有力な方向性を示唆している。



融合するデジタル環境

同社は「読む／視る／使う」(read/watch/play)というモードの違いをしだいに曖昧にしている、とシュガーマン副社長（写真＝下）は述べ、それらはすべて「語り」(storytelling)として集約されるという。つまり、作品の本質は語りにあり、read/watch/playのすべてが同時に可能なデジタルにおいては、事業としての区別は意味がなくなると考えている。文字だけの本も絵や写真が入った本も同じように扱われるように。

DPWのデジタル出版には、印刷本の複製 (フラットE-Book)、拡張E-Book、アプリが含まれるが、とくに拡張E-Bookとアプリの境界はしだいに曖昧になってきた。違いは機能ではなく、フォーマットとそれを受け容れるデバイス環境、ストアの問題ということだ。フラットE-Bookの場合、KindleとiBooksへの対応はそう面倒ではないが、拡張E-Bookの場合には、フォーマットが違う（Kindleとアップル版EPUB3）。そしてアプリはE-Bookとは別に販売されている。つまり、出版社として余分な負担がかかるし、消費者も環境を選ばなければならないということだ。この状態は簡単に解消しそうもない。しかし、打開する可能性を持っているのは、ベンダーよりはディズニーやハリー・ポッターなどの「キラー・コンテンツ」のブランドであると思われる。

シュガーマン副社長は、拡張E-Bookの販売を自社アプリを通じて販売しており、それが事業を拡大させている、と述べた。昨年、DPWは120本の子供向けアプリを販売したが、これは業界トップであるという。アプリはの販売モデルは商品によって、 (1)無料（フリーミアムで追加コンテンツに課金）、(2) "Paymium"（一括先払い）、(3)定額モデル、の3種が適用されている。これは直販ならではのものだ。



デジタルコンテンツ開発戦略の3本柱

DPWコンテンツの開発ポリシーについて、シュガーマン副社長は、パーソナル化、ファン参加による作品世界の拡張、クリエイターとの体験の共有、という3つのポイントを挙げている。

パーソナル化

第1は、ユーザーの嗜好に合わせるパーソナル化(personalization)。Mickey Mouse Clubhouse Color + Play に代表されるが、キャラクターを自分好みの色に変えると、デジタル環境にいる別のキャラクターとインタラクションする。リアルとデジタルのコラボという点では、児童出版のブレンドン社 (Brendon Publishing)にColor + Playのライセンスを供与することで同アプリと互換性がある配色の本を製作した。ブレンドンはセサミ・ストリートの配色本で有名だが、紙の上で着色されたキャラクターをデジタル空間に取り込んで遊べる教材にしている。近く登場予定のCars Daredevil Garageのアプリでは、玩具の自動車を撮影した写真をモバイル・ガレージに取り込んでパーソナル化して遊べる。

作品世界の拡張

2番目のポイントは「拡張する、リッチな世界」の創造で、これはディズニー製作のコンテンツにユーザーがつくるコンテンツを組込むもの。Star Wars Scene Makerは、ユーザーが元の映画のシーンを自分のイメージ通りにつくり変えることができるツールと素材を提供する。出来上がったシーンはYouTubeなどでシェアできる。Star Wars Journeysは、ストーリーラインが埋め込まれたゲーム・アプリで、今年後半に公開される 'Star Wars Episode VII: The Force Awakens' の世界へと誘導する筋(story arc)の拡張、新しいキャラクターの導入を可能にしている。E-BookのFrozen Read & Playでは、タブレットをフリップすることによりストーリーの語られ方を変えることができる。Disney Story Central は家族でダウンロードできるコンテナ・アプリで、ストア兼リーダだが、昨年夏の立上げ以来、800万冊が読まれ、利用はさらに増えているという。

創造的体験の共有

最後にシュガーマン副社長は「体験の共有 」(shared experience)を挙げた。ディズニーは作家のリドリー・ピアソン氏と協力して、彼の中編小説 'Kingdom Keepers' シリーズのファン・コミュニティ Kingdom Keepers Insider を運営しているが、これはファンが自作のパッセージを投稿するのを支援するためのもの。入賞作は本作品に採用されるという。◆ (鎌田、03/03/2015)
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B&Nが大学書店事業を分離

News
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B&Nは2月26日、大学書店部門をB&N Education(仮称)として分離独立させるための申請をSECに届け出たと発表した。完了は8月を予定している。大学との契約により、現在700以上保有している書店を、さらに追加する計画という。しかし、経営難に陥っている大学直営書店の運営を引き継いだとしても、見通しがあるわけではない。



ビジネスモデルの転換は不可避

B&N/Eは、現在の大学関連ビジネスを継承し、B&N/RetailおよびNOOK Digitalから分離されるが、デジタル・ラーニング関連はこちらで行うようだ。B&Nは個々の事業の戦略的機会を最適化するためと述べ、成長性、資本需要、市場環境も異なる3事業が分離するのが自然であると思わせようとしているが、少なくとも2年前には全く別なことを言っていた。大学書店は、教科書販売・貸出などを中心としたアカデミック・ビジネスにおいて重要な存在である。しかし、それはかつてのように安定したものではないどころか、教科書のデジタル化などの環境変化で、そのままでは存続も危ういと考えられている。B&NがNOOKからも分離したのは、もちろん「売りやすいから」という以外には考えられない。

オンラインの普及などにより、米国の大学書店は軒並み大幅な売上の減少を経験しており、直営大学は、アウトソーシングを含めて運営方法を見直している。Ink, Bits, & Pixels（以下IB&P）の記事によれば、カリフォルニア大学(UC)デーヴィス校では2010-11年に2,290万ドルあった売上が2013-14年には1,960万ドルに減少、マサチューセッツ大学(UMas)アマースト校でも、教科書の販売額が2009年から2013年に30%減少、古書は62%減とさらに大きな打撃を受けた。学生の消費が減少しているのである。ウィスコンシン大学ミルウォーキー校の例なども紹介されているが、2014年に760万ドルを売上げた同大学書店は、2010年に比べると10%減だが、教科書の落ち込みは特に大きく、同期間に23%減少した。学生一人当たりの売上も8.2%減の324ドル。

一人当たり年間300ドル台の売上ではコストをカバーできない。一部はアマゾンのようなオンライン・パートナーとの提携に動いている。アマゾンは学生とのインタフェースを必要としている。教科書、図書館、学術出版から書籍・物販まで、オンラインビジネスを補完する大学書店は非常に重要なものだ。“仮想大学書店”をやるにも大学書店は必要だ。アマゾンはそれが消えないことを本気で願っているだろう。B&N/Eが生き残るには、オンライン・パートナーを探す必要があるが、それは買い手になる可能性が強い。◆ (鎌田、03/05/2015)


DTPを再発明する!? Wundr
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[image: images/wundr1-280x150.png]Wundrというカナダのスタートアップが「革命的デスクトップ出版プログラムと称する Playwrite をデビューさせた(→iTunesストア)。E-Book/E-Magの製作＋出版支援をサポートするのは、Macベースのソフトウェア(50ドル)とクラウドサービスだ。機能やサービスの詳細は不明だが、出版テクニカル・サービスのパターンとして注目しておいた方がよいだろう。



デスクトップ製作から出版管理までをサポート

Wundrはカナダ・バンクーバーで2012年に創業したE-Book製作＋出版支援を行う会社だが、Playwriteは、アマゾン、Kobo、iBooks Store、Google playの各ストアのフォーマットに対応するEPUB3コンテンツを作成するもの。ユーザーはこれらのチャネルを通じて出版するだけでなく、販売分析や価格変更を1ヵ所で行える管理ソリューションが利用できる。詳細はまだ発表されていない（目下照会中）。アップルのiBooks Authorは無料で高機能を提供するが、iBSでしか売れないので、iOSユーザー向けの出版しかできない。Playwriteはその溝を埋めることを狙っている。
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同社はマルチメディアも扱えるとしているが、現実的問題として、文字中心のシンプルなコンテンツなら変換も可能だが、固定レイアウトや構造性の高いもの（教科書など）では、自動変換は現時点で不可能だ。これも出来ればすばらしい。構造が複雑になれば、まだiBA/iBSやKindleの専用ソリューションが現実的だ。Kindleとしないで「アマゾン」としているのが、PoD（あるいは印刷版）を含むということかどうかは不明。

かつて出版は、書店に本を並べるのがゴールだった。活字と印刷・製本というハードルを越えたら、あとは「結果」を待つしかない。今日ではハードルが低くなった代りに、結果は待つものではなくなり、ゴールは見えなくなった。結果に責任を負う人々は、販売／拡散目標を自分で達成する努力が要求される。安く簡易な手段が増えてくるにつれて努力水準も高くなる。そうした意味で製作＋出版（販売・管理）はもはや必須と言える。

その昔のDTPは、活字を使ったページ版下をデスクトップで作成して「革命」と呼ばれた。今日では紙からデジタルまで、あらゆる本のフォーマットをつくって出版まで手伝うことが要求される。誰にでも手を出せる価格で。もし軌道に乗れば、Wundrの製品＋サービス・ソリューションは、たしかに現代の出版ソリューションのプロトタイプと言えるものだろう。しかし、「悪魔は細部に宿る」で、現場で直面する細かい問題を現実的に、あるいは長期的に解決していくことは簡単ではない。◆ (鎌田、03/05/2015)
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